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18 世紀後半から 19 世紀にかけてシナモンの栽培が確認される中心地域のひと
つである。また、1948 年（昭和 23 年）の論文に、「（肉桂）原料を鹿児島県か
ら移入し、同地（和歌山県）で調製の上商品として販売」するという記述が
あった（渡邊・後藤 1953）。同論文では、紫尾地方での肉桂の試料採集の際、




















ナモンは）生育地が高度 300m の山地で南南 15°の傾斜地である」とされる





































多数の種類の庭木の中に残されていることも確認された（第 4 章図 2、図 3、図
14、図 16、図 21、図 23）。嫁入り時に山で採ってきたシナモンの木の苗を嫁ぎ
先の家の庭に植えておいたという話も聞かれた。「昔、土佐では女児が産まれ











いれ 20 分ほど蒸す。冷めてもおいしい。1 週間くらい日持ちする。















の家の近くにも樹高 10m のケシンあり。他に、樹高 10m のケシンが 3 本あ
り。いずれも道路沿いか川沿いに分布。ケシンの裏手には植林が広がる。
なお、植林が入る前は雑木林で、15 年くらいを周期として伐採していた。







業者に販売する。樹皮がとりやすい 5 ～ 6 月に樹皮を取り、乾燥させる。
昭和 30 ～ 40 年まで、樹皮を販売していた。根のほうは天神さんでの販売
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